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ニュージーランド及び豪州 
新たな乗組員関係書類の提示について 
 
ニュージーランド：Crew Listの電子版の提出 
The New Zealand Customs 
Serviceは2006年12月18日より、商船、客船に対して電子版のSpread Sheet 
formatによる乗員、乗客名簿を要求する決議の発効について再度の通告をおこ

なっている。 
 
The Customs and Excise Act 1996は同国に入域してくる船舶にはAdvance Notice 
of Arrival及びInward Reportを要求、同国より出域する船舶にはCertificate of 
Clearanceを取得し、同国の出域許可を得るためにOutward 
Reportを要求している。 
乗員、乗客名簿はAdvance Notice of Arrival及びInward Report、Outward Reportに添付し提出する。 
Inward/Outward Reportのformは電子版の乗員、乗客名簿に合わせて変更される。 
変更したformは税関のwebsiteであるwww.customs.govt.nzにて参照可能。 
オンライン・フォームはその記入についてのやり方を説明し、電子版の乗員、乗客名簿の記入方法に関す

るCustoms Fact Sheet No 35 は記入及びリストのe-
mail方法について、より詳細なインストラクションを記述している。 
 
豪州―2007年7月1日から発効する船舶のCrew Visaの導入 
2005年12月豪州政府は非軍事用船舶の外国人乗組員に対してMarine Crew 
Visa(MCV)の取得、導入を2007年7月 1日より発効すると発表した。 
MCVの導入は外国人乗組員が有効なパスポート及び本船における雇用が確認可能な船員手帳などの

書類を保持している際に豪州到着時に発給されるSpecial Purpose 
Visa(SPV)という現在の方法を置き換えることになる。 
MCVはすべての商業船舶上（非軍事用）のすべての乗組員をカバーしている。 
全ての乗組員、本船上にサブ・コントラクターによって雇用されたものも含め、豪州到着前にMCVを取得

せねばならない。 
 
船主、オペレーターやマンニング・エージェント、すなわち、乗組員の雇用者が全ての乗組員が有効なMC
Vを確保することに責任を持つと予測される。MCVはオンラインで無料にて申請できる。乗組員、もしくは

その代理としての雇用者あるいは乗組員エージェントが申請可能であり、発効日から3年間有効である。 
 
MCVは豪州において乗組員が本船に乗船する場合のTransit 
Visaには相当しない。この場合、豪州及びニュージーランドの旅券保持者以外はTransit 
Visaを必要とし、このVisaは有効なMCVが適切であるならば発給される。 
 
豪州に寄港予定の全ての船舶のMCVを発給された乗組員については雇用主が被雇用者についてそれ

ぞれのMCVの有効期間のデータベースを管理しておくことを推奨する。 
2008年1月1日以降、MCVなくして乗組員が豪州に到着した場合、一人につき5,000豪州ドルの罰金が課

せられる。 
2007年7月1日よりMCVに対するオンライン申請が導入される予定であるが、罰金・罰則が発せられるまで

は6ヶ月の猶予がある。 
詳細情報はwww.immi.gov.au/seaにて参照。 


